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ハイデルベルク信仰問答講解説教３０「主の食卓に招かれる者」（２０１２年３月２５日 礼拝説教） 

 

 

【聖書箇所】 

主は言われる。「今こそ、心からわたしに立ち帰れ／断食し、泣き悲しんで。衣を裂くのではなく／お前たちの心を引き裂け。」あな

たたちの神、主に立ち帰れ。主は恵みに満ち、憐れみ深く／忍耐強く、慈しみに富み／くだした災いを悔いられるからだ。あるいは、

主が思い直され／その後に祝福を残し／あなたたちの神、主にささげる穀物とぶどう酒を／残してくださるかもしれない。  

（ヨエル２：１２−１４） 

 

わたしは何を言おうとしているのか。偶像に供えられた肉が何か意味を持つということでしょうか。それとも、偶像が何か意味を持

つということでしょうか。いや、わたしが言おうとしているのは、偶像に献げる供え物は、神ではなく悪霊に献げている、という点な

のです。わたしは、あなたがたに悪霊の仲間になってほしくありません。主の杯と悪霊の杯の両方を飲むことはできないし、主の食卓

と悪霊の食卓の両方に着くことはできません。それとも、主にねたみを起こさせるつもりなのですか。わたしたちは、主より強い者で

しょうか。（Ⅰコリント１０：１９−２２） 

 

 

【説教】 

 今日の信仰問答を読みまして、皆さんはどういう感想をお持

ちでしょうか。問８０では「呪われるべき偶像礼拝」とカトリ

ック教会のミサを厳しく批判しています。問８２では悔い改め

ない者たち、不信仰と背反を示している者たちを「鍵の務めに

よって閉め出す」ということが言われます。ちょっと厳しいの

ではないか。排他的ではないか。教会はもっと赦すべきところ

ではないか。寛容であるべきではないか。そういう声も聞こえ

てきそうです。しかし逆に今日あまりにも教会は寛容すぎると

ころがあると思います。またそれは寛容という言葉で表現する

のは適当ではないかもしれません。それはむしろ無秩序であり

ます。 

 何を言っても、何をしても赦されるところが教会だという空

気があります。あるいは何かを言えば教会に来なくなる。つま

ずきを与えるのではないかという恐れを教会は持ちます。だか

ら何も言わない、言えない。そういう臆病がある。ゆえに教会

の中に甘えが出てきます。口に慎みがなく、言いたい放題があ

り、様々な言い訳をつけては自分を正当化し、それを指摘する

と愛がないとか、冷たいと逆に教会を批判する。またそれは日

本基督教団の現状をそのまま表しています。イエス・キリスト

の神性を否定する明らかに異端的なものがあります。教規違反

があります。倫理的な問題が起こります。しかしそれをも正せ

ない。戒規を適用できない。しかし本来教会はこの厳しさを持

っている。「神は無秩序の神ではない」（Ⅰコリント１４：３３）

とあります。教会は秩序を持っているのです。それゆえに秩序

を乱すことがあれば教会はそれに厳しく対処していかなくては

なりません。教会はキリストの体なのです。その体に相応しく

教会を整えていく責任があります。 

 キリスト教の教理もそうです。本来教会は厳しいのです。厳

密なのです。それは人間の救いに関する事柄だからです。厳密

になって当然なのです。教理は多くの論争の歴史を経て今日に

至っています。何の自己批判もなく教理が成立しているのでは

ありません。絶えず論争し、その結果分裂し、多くの教派教団

が生まれます。教理に厳密であることは牧師が最も神経をつか

うところです。説教においてはもちろん、すべての事柄につい

て信仰の筋を通すこと。こういう緊張が必要ではないでしょう

か。 

 聖餐を巡る論争も聖餐の教理を厳密にする過程で起こります。

この問８０では、ローマカトリック教会への厳しい批判がなさ

れています。「教皇のミサ」というのは、カトリック教会におけ

る聖餐のことです。それとわたしたちの教会の守る聖餐が比較

されています。そしてついには、カトリック教会のミサは呪わ

れるべき偶像礼拝に他ならないとしています。ある別の翻訳で

は「忌々しい迷信」と結んでいます。まったく遠慮がありませ

ん。これをカトリック教会の人たちが聞いたら間違いなく憤慨

するでしょう。今日、このような厳しい批判は、エキュメニカ

ル、信仰一致運動の盛んな時代には相応しくないという声もあ

って、ハイデルベルク信仰問答を受け入れている同じ改革派の

教会でもこの問８０は敬遠されているところもあるようです。 

 しかし一方で、カトリック教会では宗教改革以後、対抗宗教

改革（カウンターリフォーメーション）の運動が起こり、プロ

テスタント教会への激しい抵抗を展開します。そういう中でカ

トリック教会ではプロテスタント教会の洗礼を認めず、従って、

本来カトリック教会のミサにプロテスタントの信徒が与ること

はできません。黙っていれば受けることはできるでしょうが、

自分がプロテスタントであることを申告すれば「ご遠慮くださ

い」ということになります。 

 この『ハイデルベルク信仰問答』のテキストをお持ちの方は、

この問８０に注が付してあることに気付くでしょう。そこには

こう記されています。「この問８０は、初版の問答には無かった

もので、第二版に現れ、第三版ではさらに括弧内のものは付加

された」。最初はこの問８０は無かったのです。『ハイデルベル

ク信仰問答』は以前も触れましたが「慰め」を特徴としていま

す。当時、宗教改革の論争の時代に極めて平和的な性格をもっ

て、この信仰問答は作られました。しかし先ほども触れました

が対抗宗教改革の動きもあり、その中で調停的な意味合いもあ

ってトリエント公会議が開催されます。これは１５４５年から

１５６３年まで実に１８年間にも及ぶ会議でしたが、プロテス

タントが審議拒否の中で、一方的にカトリック側が１５６２年

にミサに関する教義、化体説の教義をそのまま承認、可決しま

す。ハイデルベルク信仰問答の初版が出されたのが１５６３年

ですから、初版が出された頃はまだその決議が反映されていな

かったのでしょう。しかしその後、決議を受けて、第二版でこ

の問８０を加え、更には第三版で激しい文言も付されるような

改訂がなされていきました。プロテスタント側の激しい怒りが

伝わってくるようです。ちなみにこのトリエント会議での可決

は今日においても何らの変更もありません。１９６２−６５年

の第二バチカン公会議でもこのミサの教義はそのまま確認され

ています。 

 なぜ、怒るのでしょう。なぜここまで熱くなるのか分かりま

すか。前回の説教でカトリック教会の化体説の話をしました。

それは司祭が制定の祈りをささげた瞬間にパンと杯がキリスト

の体と血に変化するというものです。この点をプロテスタント

教会でははっきりと否定しました。問７８では「パンとぶどう

酒がキリストの体と血そのものになるのですか。いいえ」と答

えます。それはあくまでもしるし、保証にすぎないとします。

けれども信仰をもって、聖餐に与る時に、聖霊が働いて、わた



したちは天のキリストの体と血にあずかる。問７６では「聖霊

によって、その祝福された御体といよいよ一つにされていく」

と言います。そのような形でわたしたちはキリストの体に与る

のです。 

 つまりカトリックでは、そのパンと杯こそがキリストの体そ

のものであって、ミサそのものに救いの効力があるとするのに

対して、プロテスタントは、パンと杯は天のキリストの体を指

し示していて、そのパンと杯に与ることで、信徒は天のキリス

トの体に結ばれていることを確かめ、よって自らがキリストの

救いに与っていることを実感するというのです。つまりプロテ

スタントが強調しているのは、救いの効力は、あくまでもキリ

ストにあって、ミサではないということです。 

 信仰問答では「ただ一度十字架上で成就してくださったその

唯一の犠牲によって、わたしたちが自分のすべての罪の完全な

赦しをいただいている」とあります。あくまでも聖餐が指し示

しているのは、キリストの十字架の出来事であって、そのただ

一度の十字架の出来事が完全な救いであること。その十字架の

出来事こそ人類にとって唯一の完全な永遠の救いである。それ

は今日にも効力が及ぶのです。それがプロテスタントの立場。 

 しかし、カトリックのミサは、パンと杯がキリストの体と血

になるというのです。つまりミサの度に、キリストは繰り返し

肉を裂き、血を流して犠牲となり続けているということ。それ

はあの二千年前の十字架の犠牲を軽んじ不完全なものとするこ

とではないでしょうか。わたしたちは問われるのです。わたし

たちを救う力があるのはあの十字架のキリストなのか、司祭の

行うミサなのか。ミサに力があるとすれば、それは間違った仕

方で神さまの救いを信じていることになります。教会の礼拝が

人を救うのではありません。キリストの十字架に救いがあるの

です。だから信仰問答はきっぱりと言います。「ミサは、根本的

には、イエス・キリストの唯一の犠牲と苦難を否定しており、

呪われるべき偶像礼拝に他なりません」と。キリストではなく、

教会の礼拝行為ミサを信じるという偶像礼拝がそこに起こって

いる。この批判は最もなことだと思います。 

 しかしこの偶像礼拝はカトリックだけの問題ではなく、わた

したちもこのような過ちを犯しやすいことをわきまえておかな

ければなりません。問８１を読みましょう。ここではどのよう

な人が聖餐に与るに相応しいかが述べられています。それは自

分の罪を嫌悪する。悲しみつつも、キリストの十字架によって、

それが赦されていることを信じる者であります。そしてこの地

上の生活を続けている間は、まだ完全ではないので、「残る弱さ

も」とあります。わたしたちはまだまだ弱く罪を重ね続けてい

る。でもそれもキリストの犠牲によって神さまの御前に覆われ

ている。執り成しを受けているということ。だから日々悔い改

め、感謝して、少しでも救いに相応しく生きようと求める。そ

ういう人こそ聖餐に相応しい。 

 逆に悔い改めない者、偽善者は相応しくない。それはそうだ

と思うかもしれない。しかしわたしたちはこの悔い改めない者、

偽善者になりやすいのです。つまり自分の罪を認めない、自分

は正しい、相応しいと思っている人こそ、実は聖餐に相応しく

ない。相応しくないと思っている人が相応しく、相応しいと思

っている人が相応しくない。そういう逆転がここにあります。 

 こういうことがあります。これは実際にあった話ですが、聖

餐の時にある教会員が聖餐に与らなかった。受けるのを拒否し

たのです。礼拝の後で、そのことに気付いていた牧師がその人

を呼び止めて尋ねた。どうして聖餐に与らなかったのか。する

とその人はこう答えた。「わたしは先週過ちを犯した。信仰者と

して間違った生き方をした。だから聖餐に相応しくないと思っ

たから与らなかった」と。ところがそれを聞いた牧師はその教

会員を厳しく叱った。「あなたは傲慢だ。あなたの生き方が聖餐

に与る相応しさを作るとでも考えているのか。聖餐に与る相応

しさを作ったのはあなたではない。キリストだ。聖餐に与らな

いことはそのキリストの恵みを、十字架の犠牲を否定すること

だ」 

 わたしたちはとかく自分の生き方、自分の倫理的生活が、そ

の相応しさを作ると考える。立派に生活してきたなら聖餐に与

る相応しさを持つと勘違いするのです。それはまさに悔い改め

ない者、偽善者です。それはキリストの十字架の犠牲を無駄に

することです。それよりも自分の生き方により頼むことでしょ

う。それもまたミサと同じように偶像礼拝なのです。 

 この問８１を読みながら思い起こす御言葉は、ルカ福音書第

１８章９節以下のところです。自分は正しい、相応しいと考え

ている限りは、その人の中にキリストへの感謝はないでしょう。

正しい行いをする自分しかおりません。でも目を天に上げられ

ず、胸を打ちながら「憐れんでください」としか言えない者に

とって、キリストのあがないはどれだけ救いになるでしょうか。

感謝になるでしょう。その人にとって、キリストこそが唯一の

救いなのです。それが聖餐に与る相応しさなのです。 

 本日のヨエル書の箇所を読みましょう。聖餐の前に自己を吟

味する。それは悔い改めに他なりません。自分が相応しい生活

をしてきたかではない。自分は相応しくないことを徹底して悔

いること。そして自分ではなく、自分を離れて、主に立ち返る

こと。そうすればそこに主の食卓の恵み、キリストの命の養い

が見えてくるでしょう。シレジウスという古代教会の人は「こ

の世で聖なる悲しみに満ちて夕べのパンを食べる者には、神に

おける永遠の喜びの晩餐が待っている」と言いました。御前に

悔い改めることこそが聖餐の相応しさです。 

 今日の問答で押さえておきたいことは、この聖餐の主催は誰

かということです。この食卓の主人は誰か。キリストが中心に

ならなくては、それは主の食卓になりません。今日読みました

御言葉でも「主の食卓と悪霊の食卓の両方に着くことはできま

せん」（Ⅰコリント１０：２１）とあります。キリストがいない

食卓はすべて悪霊の食卓になります。偶像礼拝です。司祭の行

うミサに救いの力があると考えるカトリックのミサも、自分の

生き方が聖餐に与る相応しさを作ると考えることも、共にキリ

ストがおりません。聖餐の主催は司祭でしょうか、立派に生き

てきたわたしでしょうか。わたしたちのためにただ一度完全な

あがないを成してくださった十字架のキリストがそこにおられ

なければ、それは主の食卓にはならない。そこはどんなに厳密

にしてもしすぎることはないと思います。そういう闘いがこの

問答の背景にあります。わたしたちは十字架の主の食卓に招か

れていることを決して忘れてはなりません。祈りをささげます 


